
 

 

 

 

 

 

 

食品ロスとは、まだ食べられる食材が捨てられてしまうことを指します。 

食品ロスは、おもに次の３つが多いといわれています。 
 

① 食べ残し        ②手つかずの食品       ③皮のむきすぎ 
（直接廃棄）            （過剰除去） 

 

身近なところからできる食品ロス対策 

食品ロスとは… 

１１００月月２２１１日日ははおお弁弁当当のの日日でですす  

家にある食材をチェックしてから 

お買い物へ 

 

 

 

 

余分な買い物をしないために、冷蔵庫など
に入っている食材を確認してから買い物
へ行きましょう。 

使いきり・食べきり・水きりの 

「３きり」を！ 
 
 
 
 
 
買った食材は「使いきる」、料理は「食べ
きる」、そして生ごみの減らすための「水
きり」、この「３きり」を意識して行動し
ましょう。 

食べられるところは無駄なく 

使いましょう 

 

 

 

野菜や果物の皮は薄くむきましょう。また、
むいた野菜の皮をじっくり煮出すと、野菜の
うま味や栄養がたっぷり入った出汁がとれま
す。※給食でも、鶏ガラや豚骨のスープを使
うときは、野菜の皮やヘタなどを一緒に煮て
うま味を出し、捨てる部分も活用しています。 

お店で食べるときは 

自分が食べきれる量を選びましょう 

 

 

 

外食をする際は、自分のおなかと相談をしな
がら、食べきれるメニューを選んだり、ご飯
の量を調整したりしましょう。また、お店に
よっては持ち帰りができる場合もあります。
※持ち帰る際は、衛生面に十分注意しましょ
う。 


